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1　はじめに
　夫立会い分娩が普及している現在、分娩における夫
の役割の重要性が再認識されてきている。
　当病院においても夫が陣痛室で分娩室入室まで付き
添うケースが増加しており、我々助産婦が、夫に関わ
る機会も増えてきている。
　小出らは’）「陣痛室、分娩室では産婦はもちろんの
こと夫へのかかわりに配慮する必要があるということ
が分かった。」と述べている。実際に、助産婦のどの
ような関わり方が、夫への配慮につながるかを知り、
助産婦として産婦及び夫に対して留意するべきことや
姿勢を学びたいと考え、本研究を行なった。
ll研究方法
1　期間　　平成10年9月21日～10月31日
2　対象　　東京医科大学病院で経膣分娩をした産婦
　　　　　に、短時間でも付き添い、質問紙記入に
　　　　　同意の得られた夫20名
3　場所　　東京医科大学病院9階東平科病棟
4　方法
　1）調査方法　無記名回答による質問紙法（選択回
　　　　　　　答方式）　（表1－a＝1－b）
　2）分析方法　データ収集方法
・厳しい：緊張して強ばった様子
・優しい：情がこもっていてあたりが柔らかい
・無表情：表情の様子がない様子
・妻　　：夫からみた産婦
・産婦　：助産婦からみた産婦
N　結果
　質問紙集計結果　図1、図2参照
1）入院時の関わり
2）児心音聴取時
3）診察前後
4）分娩室移動時
　5）分娩監視装置装着時
　6）処置時
　全体を通しての平均点は
であった。
　＊ただし、上記の妻とは、夫から見た助産婦の妻へ
　　の関わり方に対する満足度である。
入院時
児心音聴取
各場面における助産婦の夫、妻への関わり方に対する
夫の満足度に対して、以下のように点数を付け、平均　　診察前後
点を求めた。ただし、小数点第3位を四捨五入した。
　　　大変不満
　　　やや不満
　　　やや満足
　　　大変満足
皿　用語の定義
・暖かい：
・冷たい
0点
1点
2点
3点
　　　　気持ちが通いあって、感じが良い
　　　　：心に暖かみがない　冷淡だ
　　　　気持ちが通いあわない
・丁寧　：相手に敬意をあらわしていて、丁寧にいう
　　　　言い方
・乱暴　：荒々しくものごとをする様子
・明るい：それから受ける感じが晴れやかで弾む感じ
・暗い　：それから受ける感じが晴れやかでなくて沈
　　　　むような感じ
分娩室移動
NST装着
処置洋
綴2．82点
妻2．82点
妻2．82点
妻2．88点
妻2．75点
妻2．56点
妻2．67点
夫2．63点
夫2．44点
夫2．61点
夫2．62点
夫2．6点
夫2．38点
夫2．5点
■大変満足獣やや満足≡≡無回答
…：i、iやや不満灘大変満足灘付き添い無
妻：夫から見た助産婦の妻への関わり方に対する満足度
夫＝助産婦の夫自身への関わり方に対する満足度
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・夫から見た妻への助産婦の関わり方で、最も満足度
の平均点が高い項目は分娩室移動時であり、全体を通
して最高点であった。夫自身に関して最も平均点が高
い項目は、入院時の関わりであった。
・夫自身、夫から見た過越に最も平均点が低い項目は
処置時であり、夫自身については、全体を通して最低
点であった。
・全ての項目において、夫自身に対する助産婦の関わ
りのほうが夫から見た妻に対するものと比べて満足度
が低かった。
・全体的に満足度は、高いという結果が得られた。
・夫自身の満足度が最も高かったのは、入院時の関わ
りであり、口調が「乱暴」という回答が1件と、説明
が「不十分」という回答が1件のみであった。
・児心音聴取時、夫自身への説明が「不十分」という
回答が3件得られた。
・児心音聴取時に関して、口調の項目の妻への関わり
に対しては、　「優しい」、夫自身に関しては「丁寧」
が多くみられ、また説明が「不十分」という回答もみ
られた。
・診察前後に関して、夫自身、夫から見た妻に対して
「無表情」という回答がみられた。また、妻への説明
は全て「十分」という回答が得られたが、夫への説明
に対しては「不十分」という回答が2件みられた。
・分娩室移動に関して、夫自身や妻への関わり方共に
態度、表情が「冷たい」という回答がみられた。
・分娩監視装置装着時、夫自身への説明が「不十分」
という回答が3件みられた。
・処置時に関しては、夫の付き添いが他の項目に比べ
て少なく10件であった。また、「大変不満」と答えた夫
がみられた。さらに「冷たい」・「厳しい」・説明が
「不十分」という回答がみられた。
・全ての項目において、表情が「暗い」という回答は
得られなかった。
・全ての項目において、態度が「乱暴」・口調が「乱
暴」という回答は、1件ずつであった。
V　考察
　今回我々は、陣痛室に付き添う夫に妻・夫への助産
婦の関わり方に対する満足度について調査し得られた
結果から以下のように考察した。
　入院時の夫の満足度が最も高い理由として、入院時
の産婦の状態が緊迫しておらず、助産婦・三共に気持
ちに余裕があるからだと考える。
　児心音聴取時、夫への説明が、　「不十分」という回
答が3件得られたのは、助産婦にとって児心音聴取は、
ルーチンとなっているため、その度ごとに説明はしな
いことが考えられる。
　同じく児心音聴取時に関して、夫から見た助産婦の
妻への関わりについては口調が、「優しい」夫自身に
対しては「丁寧」が多くみられたのは、妻に対しては、
直接身体に触れるので夫に比べ感情がはいりやすいた
めと考える。
　分娩室移動は、陣痛発作も増強しており慌ただしい
中で行なわれることが多い。二藤らは3）「産婦の苦し
んでいる姿を目の当りにすることによって、夫も精神
的に不安定となり、産婦と共に取り乱してしまう可能
性がある。援助者は、出産時の産婦の身体的・心理的
な反応を夫が正しく理解できるように支援し、産婦の
苦しんでいる姿にうろたえることなく、冷静なサポー
トができるよう援助していく必要がある。」と述べてい
る。
　分娩室移動時のような緊迫時に、夫は精神的に不安
定となっている。そのため、助産婦の態度、表情が
「冷たい」、口調が「厳しい」、説明が「なし」「不
十分」という印象を受けたのではないかと考える。
　助産婦の夫と妻への関わり方の違いは、態度・表情・
口調において、夫自身は「丁寧」「明るい」、夫から
見た妻は「暖かい」「優しい」となっている点である。
定義した通り、　「暖かい」「優しい」には感情が込め
られており、　「丁寧」「明るい」には感情が込あられ
ていない。このことから、私たち助産婦は妻には感情
を移入してケアしているが、夫に対してはケアの対象
として見落としてしまっているのではないかと考える。
　二藤らはまた4）「援助者は、夫のサポートが生む側
である妻の気持ちに沿うよう援助していく必要がある。
そして、夫が長時間妻に付き添い、頑張ったことに対
し、援助者は夫にねぎらいの言葉をかけ、評価するこ
とも大切である。」と述べている。
　実際私たちは、進行中も分娩終了後も夫に対し、励
ましやねぎらいの言葉をほとんどかけていないと感じ
る。従って、夫はどのように妻に対してサポートして
いくべきなのか不安を増強させてしまうことが推測さ
れる。そこで、私たち助産婦は、何をすればよいか分
からずにいる夫に対し、妻の汗を拭いてもらう、妻の
水分補給を手伝ってもらう、呼吸法や腰のさすり方な
どをその場で指導し、積極的に分娩に参加できるよう
にしていくべきだと考える。
VIおわりに
　今回の研究で夫自身から見た助産婦への関わりに対
する満足度が低くなっていることが明らかになった。
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これは、我々助産婦は、無意識のうちに夫をケアの対
象から外してしまい、十分なケアが行なわれていない
ためではないかと考える。今後、陣痛室で過ごす産婦
のみならず付き添う夫も、ケアを必要としている対象
であることを十分理解し関わっていく必要がある。
　しかし、今回の研究は症例数が少なく夫の付き添い
時間にもばらつきがあったため、結果的に一貫したデ
ータを得ることができなかった。今後は、産婦にもア
ンケート調査を行ない、夫と妻それぞれの助産婦の関
わりに対する満足度の比較を知ることで、夫・妻共に
満足のいく関わりが出来るようなケアにつなげていき
たい。
　最後に今回の研究で御協力いただいた産婦及びその
御主人、9東のスタッフの方々に深く感謝いたします。
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